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3-2-4 施工計画 

3-2-4-1 施工方針 

本プロジェクトが日本国政府の無償資金協力により実施される場合の基本事項は次の通り

である。 

 本プロジェクトは、日本政府と「ザ」国政府で本計画に係る無償資金協力の交換公文

が締結された後、日本政府の無償資金協力に従って実施される。 

 本プロジェクトの主管官庁は MLGH、LCC である。 

 本プロジェクトの詳細設計、入札関連業務および施工監理業務に係るコンサルタント

業務は、日本のコンサルタントが「ザ」国とのコンサルタント契約を締結し実施する。 

 本プロジェクトの道路工事は、入札参加資格審査の合格者による入札の結果、選定さ

れた日本業者により、「ザ」国との工事契約を締結し実施する。 

 

本プロジェクトの施工にあたっての基本方針は次のとおりである。 

 建設資機材および労務調達は「ザ」国現地調達とする。 

 施工方法および工事工程は、現地の気象、地形、地質および各道路工事に影響が及ぶ

自然条件に合致したものとする。 

 可能な限り特殊機材や技術を必要としない一般的な工法を計画する。 

 適切な工事仕様および施工管理基準を設定するとともに、この基準を満足する建設業

者の現場管理組織、コンサルタントの施工監理組織を計画する。 

 工事中の作業員および第三者に対する安全確保を徹底する。特に環境配慮および

AIDS/HIV の教育を行う。 

 工事による既存側溝等への水質汚染や増水時期の土砂流出を防止するとともに、アス

ファルトプラント、土取場、砕石調達に関しては環境影響を軽減する処置を考慮する

等、環境保全に努める。また、建設廃棄物は「ザ」国政府が指定する適切な場所へ廃

棄する等の措置を行う。 

 

3-2-4-2 施工上の留意事項 

施工計画および施工方法の策定においては、第三者および施工に従事する者への安全確保を

第一とするとともに、道路利用者、沿道住民等への環境負荷低減を考慮した計画、工法の選定

でなければならない。 

 

3-2-4-3 施工区分 

日本と「ザ」国の各国政府が分担すべき事項は、表 3-2-8 のとおりである。 
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表3-2-8  各国政府の負担区分 

項  目       内   容 負担区分 
備   考 

日本国 「ザ」国

資機材調達   
資機材の調達・搬入 ○  
内陸輸送路の整備  ○ 

準  備   工 

工事に必要な用地の確保  ○ 現場事務所、資機材置場、作業場等 
占有物移設措置  ○  
土捨場の確保  ○ 
廃材捨場の確保  ○ 
上記以外の準備工 ○  

工事障害物の撤去 障害物の移設  ○ 
本   工   事 道路工事 ○  

 

3-2-4-4 施工監理計画 

日本のコンサルタントが「ザ」国政府とのコンサルタント業務契約に基づき、詳細設計業務、

入札関連業務および施工監理業務の実施にあたる。 
 

(1) 詳細設計業務 

コンサルタントが実施する実施設計業務の主要内容は次のとおりである。 
 

 「ザ」国実施機関との着手協議、現地調査 

 詳細設計､図面作成 

 資材調達計画､事業費積算 

 住民移転の進捗状況の確認 
 

詳細設計業務の所要期間は、以下のとおりである。 

 コンサルタント契約認証後 3.5 ヵ月 

 

(2) 入札関連業務 

入札公示から工事契約までの期間に行う業務の主要項目は次のとおりである。 

 入札図書の作成 

（上記詳細設計期間と並行して作成） 

 入札公示 

 入札業者の事前資格審査 

 入札実施 

 入札書の評価 

 契約促進業務 
 

入札関連業務の所要期間は、以下のとおりである。 

 コンサルタント契約認証後 4.5 ケ月 
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(3) 施工監理業務 

コンサルタントは、施工業者が工事契約および施工計画に基づき実施する工事の施工監理を

行う。その主要項目は次のとおりである。 

 測量関係の照査・承認 

 施工計画の照査・承認 

 品質管理 

 工程管理 

 出来形管理 

 安全管理 

 出来高検査および引き渡し業務 

 住民移転進捗状況の確認 

 

施工監理業務には常駐監理技術者 1 名及びスポット監理技術者 2 名を配置する。 

 

3-2-4-5 品質管理計画 

土工および舗装工の品質管理計画を表 3-2-9 に、コンクリートの品質管理計画を表 3-2-10 に

示す｡ 

表3-2-9 土工および舗装工の品質管理計画 

項  目 試 験 項 目 試験方法
（仕様書）

試 験 頻 度 

盛土工 密度試験（締固め） AASHTO T191 500 ㎡毎

路盤工 
 

現場密度試験（締固め） AASHTO T191 1,000m3毎

締固め及び一軸圧縮試験 AASHTO T180 1,000m3毎

アスファルト
舗装工 

アスファルト合材の温度 出荷温度、敷均しおよ
び転圧温度測定

５回／日

骨材のすり減り抵抗試験 AASHTO T96 1,500m3 毎に１回あるいは供給場所が変わった時点（納入業
者のデータ確認）

 

表3-2-10 コンクリート工の品質管理計画 

項  目 試 験 項 目 試験方法
（仕様書）

試 験 頻 度 

セメント セメントの物性試験 AASHTO M85 試験練り前に１回、その後コンクリート 500m3打設毎に１回
あるいは原材料が変わった時点 

細骨材 コンクリート用細骨材の物
性試験 

AASHTO M6 試験練り前に１回、その後 500m3毎に１回あるいは供給場所
が変わった時点（納入業者のﾃﾞｰﾀ確認） 

ふるい分け試験 AASHTO T27 毎月１回

粗骨材 コンクリート用粗骨材の物
性試験 

AASHTO M80 試験練り前に１回、その後 500m3毎に１回あるいは供給場所
が変わった時点（納入業者のﾃﾞｰﾀ確認） 

ふるい分け試験 AASHTO T27 毎月１回

水 水質基準試験 AASHTO T26 試験練り前に１回

コンクリート スランプ試験 AASHTO T119 2 回／日

エアー量試験 AASHTO T121 2 回／日

圧縮強度試験 AASHTO T22 各打設毎に 6 本の供試体、1 回の打設数量が大きい場合には
75 m3毎に 6本の供試体（7 日強度－3 本、28 日強度－3 本）

温 度 － 2 回／日

塩分濃度試験 － 2 回／日
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3-2-4-6 資機材等調達計画 

(1) 建設資材調達計画 

現地で調達および生産できる主要資材は、アスファルト合材、砂、骨材、路盤材、生コン（現

場生産）、木材等で、全て「ザ」国内での調達が可能である。 

 

主要資材の調達先を表 3-2-11 および表 3-2-12 に示す。 

 

表3-2-11 主要建設資材調達計画 
 

項  目 
調 達 先 

調 達 先 等 
現 地 日 本 第三国

構造物用資材     

砕石（基礎砕石材共） ○    

セメント ○    

砂 ○    

路盤材 ○    

粗骨材、砕石、割石等 ○    

盛土材（ラテライト等） ○    

生コン ○    

アスファルト合材用砕石 ○    

アスファルト合材 ○    

鉄筋：Ｄ9～Ｄ32mm ○    

混和材（ｺﾝｸﾘｰﾄ用） ○    

ＲＣﾊﾟｲﾌﾟ：Ｄ=600～1,500mm ○    

道路照明 ○    

道路標識 ○    

信号機 ○    

道路鋲 ○    

型枠用木材 ○    

支保工(木材)、足場用丸太 ○    

燃料、油脂類 ○    

 



 

- 114 - 

(2) 建設機械調達計画 

建設機械の調達方針は以下のとおりである。 

 現地建設業者が所有している一般的な機種、モデルの建設機械はこれをリースする。 

 本プロジェクトに使用する建設機械は「ザ」国内で調達が可能である。 

 

表3-2-12 工事用建設機械調達計画 

機械名 仕様 賃貸・購入

調 達 先
調達 
理由 

輸送 
ルート現 地 日 本 第三国

バックホウ 0.28m3 賃借 ○     
バックホウ 0.50m3 賃借 ○     
バックホウ 0.80m3 賃借 ○     
ブルドーザー 15t 賃借 ○    
ブルドーザー 21t 賃借 ○    

モーターグレーダ 3.7ｍ 賃借 ○     
ロードローラ 10-12ｔ 賃借 ○     
タイヤローラ 8-20t 賃借 ○     
振動ローラ 3-5t 賃借 ○     

ホイールローダ 2.4m3 賃借 ○    
ホイールローダ 3.1m3 賃借 ○    
ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｨﾆｯｼｬ 2.4-4.5m 賃借 ○     

散水車 6.0kl 賃借 ○     
ダンプトラック 10ｔ 賃借 ○     
トラッククレーン 20ｔ 賃借 ○     

トレーラ 20t 賃借 ○    
トレーラ 35t 賃借 ○    
発電発動機 15KVA 賃借 ○     
発電発動機 35KVA 賃借 ○     
発電発動機 100KVA 賃借 ○     
発電発動機 250KVA 賃借 ○     
水中ポンプ 150mm 賃借 ○    
水中ポンプ 100mm 賃借 ○    

コンプレッサー 5m3/min 賃借 ○     
コンクリートミキサー 0.4-0.6m3 賃借 ○     
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3-2-4-7 実施工程 

本プロジェクトは、我が国の無償資金協力に基づき実施され、その工程は表 3-2-13 のよう

になる。 

表3-2-13 事業実施工程 

 
 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36

(現地調査)

(国内作業)

(入札業務) （計　15.0月）

（準備工）

（ミニバイパス：1,220m）

（内環状道路：4,875m）

（内環状道路延長：2,582m）

（LS-MFEZアクセス道路：4,952m）

（ベンベラ道路：954m）

（片付工）

（計　26.0月）

実
施
設
計

施
工



 

- 116 - 

3-3 相手国側分担事業の概要 

本プロジェクトが我が国の無償資金協力で実施される場合の「ザ」国側負担事項の概要は以

下のとおりである。 

 

• 本プロジェクトの実施上必要な資料／情報の提供 

• 工事のために必要な作用ヤード、資材置き場、現場事務所等の用地の提供 

• 工事に必要な土捨場、産廃捨て場用地の確保 

• 本プロジェクトに関し日本に口座を開設する銀行手数料の負担 

• 本プロジェクトの資機材輸入の免税措置、通関手続きおよび速やかな国内輸送のための措

置 

• 本プロジェクトに従事する日本人および実施に必要な物品／サービス購入の際の課税免

除 

• 本プロジェクトを実施するために必要な許認可の取得または発行（建設許可、工事中の交

通規制等の許可、迂回路の設置許可、土工事許可等） 

• EIA/RAP の作成・承認及び住民移転手続きの実施 

• プロジェクト実施に支障となる電柱・通信線・街路灯その他埋設管等の地下埋設の移設 

• 道路建設後の適切な使用および維持管理 

• 本プロジェクトにおいて住民または第三者と問題が生じた場合、その解決への協力 

• 両国の分担取り決めに基づく本計画上必要となる経費のうち、日本国の無償資金協力によ

るもの以外の経費負担 

• 工事中のサイトの安全確保 
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3-4 プロジェクトの運営・維持管理計画 

(1) 運営・維持管理の体制 

対象道路建設後の日常維持管理は、ルサカ市の運営部土木課（道路排水）により維持管理さ

れる。 

ルサカ市土木課は 114 名で組織され、日常点検や清掃を担当している。大規模な補修は、

RDA を介し地元建設業者に外部委託する形態で実施している。既存道路も適切に運営・維持

管理されており、本プロジェクトによる完成後の道路に必要な維持管理業務を実施するに当た

り、技術的に困難な問題はない。現在の体制で運営・維持管理を行うことは可能であると判断

する。 

 

(2) 維持管理業務の内容 

必要な維持管理業務は次のとおりである。 

 定期点検・日常維持管理：定期点検、路面・排水施設・道路付属物等の清掃等 

 補修：舗装のクラックのシーリング、パッチング、路面表示の再塗布、その他破損箇

所の補修 

 

(3) 現状の維持管理業務の実施状況と留意点 

現状の維持管理業務は日常維持管理、清掃、補修とも適切に実施されている。 

事業効果を十分に発現・持続させるため、道路の維持管理を十分に行い、常に良好な走行条

件を保つとともに、施設の耐久性の向上を図ることが重要であり、特に次の点に留意する必要

がある。 

 定期的に点検を行い、施設の状況を常に把握しておくこと。 

 清掃、特に排水施設の清掃を十分に行うこと。 

 維持管理に必要な予算を確保すること。 
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3-5 プロジェクトの概略事業費 

3-5-1 協力対象事業の概略事業費 

(1) 概略総事業費 

施工・調達業者契約認証まで非公表 

 

(2) 日本側負担経費 

施工・調達業者契約認証まで非公表 

 

(3) 「ザ」国側負担経費 

費  目 
経費 

US$ 百万円 

住民移転費用 8,585,819 780.0 

支障物移設費 641,759 58.3 

銀行取極め手数料    15,830 1.4 

合  計 9,243,408 839.7 

 

本プロジェクトの実施に当たって「ザ」国側が負担すべき金額は、US$9,243,408 である。 

 

(4) 積算条件 

 積算時点 平成 22 年 9 月 

 為替交換レート US$1.00＝90.90 円 

 実施工程 詳細設計、工事の期間は実施工程に示したとおり 

 その他 本計画は日本国政府の無償資金協力の制度に従い実施されるものとする 

 

3-5-2 運営・維持管理費 

本プロジェクトで改修される道路の定期点検・日常維持管理は LCC により、補修は MWS の

管理のもと RDA により実施される。 

 

維持管理に必要な年間の費用は、約 US$422,800 と見込まれる。その内訳を表 3-5-1 に示す。 
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表3-5-1 主な維持管理項目と年間費用 

 

 

3-6 協力対象事業実施にあたっての留意事項 

「ザ」国負担事業である住民移転及び支障物移設を入札公示前までに完了する必要がある。

これら負担事項の為の予算確保等の手続きを実施スケジュールに従って確実に行うことが期待

される。 

 

 

 単位：US$ 
 1．定期点検 
 

施 設 名 点 検 項 目 巡回の頻度 
点検

人員
使用資機材 所要数量 単 価 金 額 

舗 装  
路肩・法面 
路 面 標 示 
排 水 施 設 

ｸﾗｯｸ､不陸､ﾎﾟｯﾄﾎｰﾙ

等 
雨水による侵食、 
崩壊等 
損傷、変形、汚れ、

剥離 
障害物の有無 

12回/年 
所要日数 

2日/回 

2名 スコップ、 
ハンマー、 
カマ、バリケード

小型トラック 

延48人日/年 
 
延24台・日/年 
 

50 
 

300 

2,400

7,200

     小 計  9,600

 
 2．日常維持管理 

施 設 名 点 検 項 目 清掃の頻度 
清掃
人員

使 用 資 機 材 所要数量 単 価 金  額

清 掃 
 排 水 施 設 
 舗 装  
 路 肩  
 路 面 標 示 

 
土砂、障害物の撤去 
清掃 
草刈り、清掃 
清掃 

 
4回/年 

所要日数 
10日/回 
2班 

 
5名/班

 
1台/班

 
スコップ、 
ハンマー、 
カマ、バリケード

 
小型トラック 
(2台) 
（第1日・4日のみ2
日間） 

 
延400人日/年 
 
 
 
延80台/年 
 

 
10 

 
 
 

300 

4,,000

24,000

     小 計  28,000
 

                                                                                       定期点検・清掃合計 33,600

 
3．補 修  

 

施 設 名 実 施 項 目 補修の頻度 
単価 

(年・km当たり) 
対象道路 
区間 

舗 装  
路肩／法面 
排 水 施 設 
道路付帯施設他  
躯 体  

ポットホールのパッチング等 
 破損部分の補修 
 破損部分の補修 
 破損部分の補修 
 破損部分の補修 

  5年に1回 
  5年に1回 
  2年に1回 
  5年に1回 
 10年に1回 

6,000 
2,000 
7,000 
4,000 
7,000 

14.6㎞ 

 小 計 26,000 379,600
 

                                                                                                        合 計 422,800
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第4章 プロジェクトの評価 
4-1 プロジェクトの前提条件 

4-1-1 事業実施のための前提条件 

3-3 に示す相手国負担事項が確実に実施されること。 

 

4-1-2 プロジェクト全体計画達成のための外部条件 

プロジェクトの効果を発現・持続するため「ザ」国による適切な維持管理が必要である。ま

た、持続的な交通渋滞の緩和の為には、内環状線の延伸及び中環状道路の建設等の将来の交通状

況に応じた道路・交差点の改修や新設道路の建設が必要となる。 

また、さらなる市民の生活環境の改善、地域の経済活動の活性化の為には、LS-MFEZ の開発

の促進が望まれる。 

 

4-2 プロジェクトの評価 

4-2-1 妥当性 

① プロジェクトの裨益対象は、ルサカ市南部地域を中心に市内全域に及ぶ。裨益人口はルサ

カ市民 139.1 万人と多数である。 

② 「ザ」国が、自国の資金と人材･技術で運営･維持管理を行うことができる。過度に高度な

技術を必要としない。 

③ 「ザ」国の第 5次国家 5カ年計画及び道路セクター投資プログラム第 2フェーズ(ROADSIP 

II)の目標の達成に資するプロジェクトである。 

④ 環境社会面では、ルサカ市内の幹線道路の渋滞が緩和されることにより、市内の大気汚染

が軽減される。 

⑤ 排水経路が整備されることにより、衛生状態が改善され、コレラ等の伝染病発生が減少す

る。 

⑥ 過去にも同様のルサカ市内道路整備事業が実施され、我が国の無償資金協力の制度も理解

されており、特段の支障なくプロジェクトを実施できると見込まれる。 
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4-2-2 有効性 

(1) 定量的効果 

① 市の中心に繋がるインディペンデンス道路、チリンブル道路及びロサンジェルス道路

を利用している車両が、本件により整備される道路を利用することにより交通渋滞が

緩和され、下表に示す改修前（現在）の移動時間が改修後の移動時間に短縮される。 

 

チリンジェ～市中心 改修前（現在） 改修後 

（８．２km） ３５分（平均時速１４km） １４分（平均時速３５km） 

 

カニャマ～市中心 改修前（現在） 改修後 

（３．０km） １２分（平均時速１５km）  ５分（平均時速３５km） 

 

② 雨季に 1～2 か月間通行不可能な道路が通行可能となる。 

 

(2) 定性的効果 

① 公共交通のバス等の利便性や走行速度の向上、通年に亘る道路の使用により、交通コ

ストの軽減、病院、学校、職場への交通が改善され、市民の生活レベルの向上が期待

できる。 

② 本件道路が整備され、大型車の LS-MFEZ へのアクセスが可能となり、LS-MFEZ の開

発が促進される。 
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1. 調査団員氏名 

 

現地調査（2010年 7月 26日～2010年 9月 21日） 

 氏 名 担 当 所 属 

1 糸山 大志 総括 JICA 経済基盤開発部 運輸交通・情報通信第二課 

2 中村 友彦 業務主任／交通計画 片平エンジニアリング・インターナショナル 

3 大下 副武 道路設計 片平エンジニアリング・インターナショナル 

4 藤原 英勝 道路設計（付帯構造物） 片平エンジニアリング・インターナショナル 

5 久保野谷吉輝 自然条件調査 片平エンジニアリング・インターナショナル 

6 原田 邦彦 環境社会配慮 片平エンジニアリング・インターナショナル 

7 青木 康司 施工・調達計画／積算 片平エンジニアリング・インターナショナル 

8 渡辺 宏志 業務調整／施工・調達計

画・積算補助 

片平エンジニアリング・インターナショナル 

9 大城 吉正 自然条件調査補助 片平エンジニアリング・インターナショナル 

 

概略設計説明調査（2011年 2月 16日～2010年 2月 25日） 

 氏 名 担 当 所 属 

1 糸山 大志 総括 JICA 経済基盤開発部 運輸交通・情報通信第二課 

2 中村 友彦 業務主任／交通計画 片平エンジニアリング・インターナショナル 

3 大下 副武 道路設計 片平エンジニアリング・インターナショナル 

 

 



 

 

 

 

 

 

2. 調査行程
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2. 調査行程 

現地調査（2010年 7月 26日～2010年 9月 21日） 

 

  

JICA
糸山　大志 中村　友彦 大下　副武 藤原　英勝 久保野谷　吉輝 原田　邦彦 青木　康司 渡辺　宏志 大城　吉正

総括 業務主任/交通計画 道路設計 道路設計
（付帯構造物）

自然条件調査 環境社会配慮 施工・調達計画
／積算

業務調整
／施工・調達計画

積算補助

自然条件調査補助

1 7月27日 火

2 7月28日 水

3 7月29日 木

4 7月30日 金 現地調査 現地調査 現地調査 現地調査 現地調査 現地調査 現地調査 現地調査

5 7月31日 土 現地調査 現地調査 現地調査 現地調査 現地調査 現地調査 現地調査 現地調査

6 8月1日 日 休日 休日 休日 休日 休日 休日 休日 休日

7 8月2日 月 現地調査 現地調査 LCCと打ち合わせ 現地調査 現地調査 現地調査 現地調査 現地調査

8 8月3日 火 現地調査 現地調査 現地調査 現地調査
JICA、LCC、RDAと
打ち合わせ

現地調査 現地調査 現地調査

9 8月4日 水 現地調査 現地調査 RSZと打ち合わせ 現地調査 情報収集 現地調査 RSZと打ち合わせ 現地調査

10 8月5日 木
現地調査（ JICA職員同

行）

現地調査（ JICA職
員同行）

RSZと打ち合わせ 現地調査
現地調査（ JICA職

員同行）
現地調査

Zamtel, RSZと打ち

合わせ
現地調査

11 8月6日 金
MLGH, LCCと打ち合わ
せ

現地調査（ZESCO）

MLGH, LCCと打ち
合わせ

現地調査（ZESCO）

現地調査（Zamtel,
ZESCO）

現地調査 現地調査
MLGH, LCCと打ち
合わせ

現地調査（ZESCO）

現地調査（Zamtel,
ZESCO）

現地調査

12 8月7日 土 現地調査 現地調査 標準横断の検討 現地調査 現地調査 現地調査 現地調査

13 8月8日 日

14 8月9日 月 現地調査 現地調査 RSZと打ち合わせ 現地調査 情報収集 現地調査 RSZと打ち合わせ 現地調査

15 8月10日 火
LCC, ZDA, Zescoと打ち
合わせ

LCC, ZDA, Zesco
と打ち合わせ

内環状道路の検討 現地調査 LCCと打ち合わせ 現地調査 内環状道路の検討 現地調査

16 8月11日 水 JICA, LCCと打ち合わせ
JICA, LCCと打ち合

わせ
現地調査 現地調査

JICA, LCCと打ち合

わせ
現地調査

ZAMTELと打ち合

わせ
現地調査

17 8月12日 木
現地調査

LCCと打ち合わせ
現地調査

LCCと打ち合わせ
現地調査 現地調査

現地調査

LCCと打ち合わせ
現地調査

LWCCと打ち合わ

せ
現地調査

18 8月13日 金
JICA, MLGHと打ち合わ

せ

現地調査

JICA, MLGHと打ち

合わせ

現地調査

内環状道路の検討 現地調査
JICA, MLGHと打ち

合わせ

現地調査

現地調査 現地調査（LWCC） 現地調査

19 8月14日 土 現地調査 現地調査 内環状道路の検討 現地調査 現地調査 現地調査 現地調査 現地調査

20 8月15日 日

21 8月16日 月 現地調査 現地調査 現地調査 現地調査
現地調査

LCCと打ち合わせ
現地調査 現地調査 現地調査

22 8月17日 火
EOJ, JICA, MLGHと打ち
合わせ

EOJ, JICA, MLGH
と打ち合わせ

ミニバイパスリンク
の検討

図面作成
EOJ, JICA, MLGH
と打ち合わせ

現地調査 現地調査 図面作成

23 8月18日 水 LCCと打ち合わせ 情報収集
ミニバイパスリンク
の検討

現地調査 LCCと打ち合わせ 現地調査 現地調査 現地調査

24 8月19日 木 テレビ会議出席 テレビ会議出席
ミニバイパスリンク
の検討

現地調査
JICA TV
conference 現地調査 現地調査 現地調査

25 8月20日 金 現地調査（LCC, MLGH）
現地調査（LCC,
MLGH）

テクニカルノートの
作成

現地調査
LCC, MLGHと打ち

合わせ
現地調査 現地調査 現地調査

26 8月21日 土 現地調査 現地調査 現地調査 現地調査 現地調査 現地調査 現地調査 現地調査

27 8月22日 日

28 8月23日 月 現地調査 現地調査
テクニカルノートの
作成

現地調査
LCCと打ち合わせ、

現地調査
現地調査 現地調査 現地調査

29 8月24日 火 RDAと打ち合わせ RDAと打ち合わせ
テクニカルノートの
作成

現地調査
LCC, ECZと打ち合

わせ
現地調査 現地調査 現地調査

30 8月25日 水 現地調査 現地調査
テクニカルノートの
作成

現地調査 LCCと打ち合わせ 現地調査 現地調査 現地調査

31 8月26日 木 LCCと打ち合わせ 資料作成
テクニカルノートの
作成

図面作成
MLGH, LCC, ECZ,
RDAと打ち合わせ

現地調査
ZAMTELと打ち合
わせ

図面作成

32 8月27日 金 LCCと打ち合わせ 資料作成
テクニカルノートの
作成

現地調査
LCC, ECZと打ち合

わせ
現地調査 現地調査 現地調査

33 8月28日 土 現地調査 現地調査
テクニカルノートの
作成

現地調査 情報収集 現地調査 現地調査 現地調査

34 8月29日 日 現地調査

35 8月30日 月
12:50 ルサカ到着

(SA062便) JICA, LCCと打ち合わせ
JICA, LCCと打ち合
わせ

LCCとテクニカル
ノート協議

現地調査 JICAと打ち合わせ 現地調査 現地調査 現地調査

36 8月31日 火

MLGHへの表敬訪問,
現地調査,
 JICAザンビア事務所と打
ち合わせ

MLGHへの表敬訪問,
現地調査,
 JICAザンビア事務所と打
ち合わせ

MLGH, JICAと打ち

合わせ
現地調査 現地調査 MLGH, ECZ 現地調査 現地調査 現地調査

現地調査（LCC、EIAコンサルタント同行）

日付

コンサルタント

12:50 ルサカ到着　(SA062便)
　　　　　JICAザンビア事務所で打ち合わせ

午前　JICAザンビア事務所表敬

    　 　大使館表敬

午後   MLGH、LCC、その他関連機関表敬
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JICA
糸山　大志 中村　友彦 大下　副武 藤原　英勝 久保野谷　吉輝 原田　邦彦 青木　康司 渡辺　宏志 大城　吉正

総括 業務主任/交通計画 道路設計 道路設計
（付帯構造物）

自然条件調査 環境社会配慮 施工・調達計画
／積算

業務調整
／施工・調達計画

積算補助

自然条件調査補助

37 9月1日 水

ステークホルダーミー

ティングに関する団内協
議

ステークホルダーミーティ
ングに関する団内協議

MLGHと打ち合わ

せ
テクニカルノートの
作成

現地調査
MLGH, ECZと打ち

合わせ
現地調査 現地調査 現地調査

38 9月2日 木
現地調査 (LS-MFEZ),
ステークホルダーミーティン
グ

現地調査 (LS-MFEZ),
ステークホルダーミーティ
ング

LCC, MLGH, RDA
と打ち合わせ

道路線形の検討 現地調査
LCC, Kaizenと打

ち合わせ
現地調査 現地調査 現地調査

39 9月3日 金
M/D署名、

JICA事務所、EOJへ報告
M/D署名、

JICA事務所、EOJへ報告
LCC, RDAと技術

協議
道路線形の検討 現地調査

JICA, MLGHと打ち

合わせ

現地調査

現地調査 現地調査 現地調査

40 9月4日 土
07:15 ルサカ出発

(SA067便) 現地調査 現地調査 現地調査 現地調査 現地調査 現地調査 現地調査 現地調査

41 9月5日 日

42 9月6日 月
LCC, MLGH, RDAと打ち

合わせ

JICAへ報告

LCC, MLGH, RDA
と打ち合わせ

JICAへ報告

道路線形の検討、

JICAへ報告

図面作成、

JICAへ報告

現地調査

JICAへ報告

現地調査

JICAへ報告

現地調査

JICAへ報告
Making Drawing
JICAへ報告

43 9月7日 火 現地調査 現地調査

44 9月8日 水 現地調査 現地調査

45 9月9日 木 現地調査 現地調査

46 9月10日 金 現地調査 現地調査

47 9月11日 土 現地調査 現地調査

48 9月12日 日

49 9月13日 月 現地調査 現地調査

50 9月14日 火 現地調査 現地調査

51 9月15日 水 現地調査 現地調査

52 9月16日 木 現地調査 現地調査

53 9月17日 金 現地調査 現地調査

54 9月18日 土 現地調査 現地調査

55 9月19日 日

56 9月20日 月
07:15 ルサカ出発

(SA067便)
07:15 ルサカ出発

(SA067便)

EOJ: 日本大使館

07:15 ルサカ出発 (SA067便) 07:15 ルサカ出発 (SA067便)

MLGH: 地方自治・住宅省 ECZ:ザンビア環境評議会

LCC:ルサカ市役所

日付

コンサルタント
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概略設計説明調査（2011年 2月 16日～2010年 2月 25日） 

 
 

 

JICA
糸山　大志 中村　友彦 大下　副武

総括 業務主任/交通計画 道路設計

1 2月17日 木

2 2月18日 金

3 2月19日 土

4 2月20日 日
10:05 ルサカ到着 (KQ724便)
          団内協議

5 2月21日 月

6 2月22日 火

7 2月23日 水

8 2月24日 木 11:05 ルサカ出発 (KQ724便)

現地調査

日付

コンサルタント

12:30 ルサカ到着 (SA062便)
15:30 JICAザンビア事務所と打ち合わせ

  9:00 JICAザンビア事務所と打ち合わせ

           ドラフト・ファイナル・レポートの説明

LCC:ルサカ市役所

EOJ: 日本大使館

団内協議

  8:00  JICAザンビア事務所と打ち合わせ

10:30 MLGH、LCCとミニッツ協議

  9:00 MLGH、LCCとミニッツ協議

14:30 LCCと協議

10:20 M/D署名

14:30 EOJへ報告

17:00 JICA事務所へ報告

  7:20 ルサカ出発 (SA067便)

MLGH: 地方自治・住宅省



 

 

 

 

 

 

3. 関係者(面会者)リスト 
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3. 関係者（面会者）リスト 

現地調査（2010年 7月 26日～2010年 9月 21日） 

地方自治・住宅省（Ministry of Local Government and Housing :MLGH） 

Mr. Peter Lubambo (Acting Permanent Secretary, Director of Dep. of Housing &  
 Infrastructure Development) 
Mr. Richard Kangwa (Senior Engineer of Dep. of Housing & Infrastructure Develoment) 

Mr. Nkumbu Siame (Principal Engineer of Dep. of Housing & Infrastructure Development) 

Mr. Maxwell Zulu (Provincial Planner of Dep. of Physical Planning and Housing) 
 

商業・貿易・産業省（Ministry of Commerce, Trade and Industry） 

Mr. Chibwe Chisala (Senior Economist) 
 

ルサカ県（Lusaka Province） 

Mr. Maxwell Zule (Provincial Planner) 
 

ルサカ市役所（Lusaka City Council :LCC） 

Mr. Bornwell L. Luanga (Acting Town Clerk) 

Mr.Joseph M. Mukupa (Director of City Planning) 

Mr. Musonda Silungwe (Land Surveyor) 

Ms. Concepta Musonda (Ass. Director of HSSD) 

Mr. Anna B. Phiri (Town Planner of City Planning) 

Mr. Trophis Kufanga (Environmental Planner of City Planning) 

Mr. Simasik Malumo (Director of Engineering, ESD) 

Ms. Mainza Simoonga (Asst. Director of Engineering, ESD)   

Mr. Zulu Joseph Makadani (Acting Deputy Director) 

Mr. Amos M. Musonda (Public Health Department Director) 
 

国家道路基金（National Road Fund Agency: NRFA） 

Mr. Wallace Mumba (Roads Engineer) 

Mr. Emmanuel Kaundh (Manager) 
 

道路開発公社 (Road Development Agency :RDA) 

Mr. Daniel Mulonga (Manager) 

Mr. Ronald Nyangu (Civil Eng. MSc. REng.) 

Mr. Richard M.Kasongo (Principal Engineer) 

Mr. Joseph Mwinga (Principal Engineer) 

Mr. Stephan Petwe (Principal Engineer) 

Mr. Alinani Msisya (Principal Engineer) 
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ザンビア開発機構（Zambia Development Agency: ZDA 

Mr. Robert Buzz Banda (Manager – Multi Facility Economic Zones (MFEZ) 

 

国家住宅機構（National Housing Authority: NHA） 

Mr. Caine Mweemba ( CEO Executive Assistant) 

Mr. Maurice Cihtonso (Chief Architect) 

Mr. Balbwin Mbuzi (Director of Projects / Authority Advisor) 

 

ザンビア電気供給公社 (Zambia Electricity Supply Company :ZESCO) 

Mr. Christopher Yatsha Phiri (Regional Manager – Lusaka South) 

Mr. V. B. Mapani (Divisional Manager-Lusaka Distribution& Supply) 

 

ザンビア鉄道会社 (Railway Systems of Zambia LTD :RSZ) 

Mr. Chembe Vincent Sandamuka (Chief Engineer Infrastructure) 

Tembo J. L. (Track Manager) 

 

ルサカ市上下水道公社 (Lusaka Water and Sewerage Company Limited :LWSC) 

Mr. Wilson Shane (Director of Engineering) 

Mr. Evaristo Simusokwe (Senior Engineer – Mapping & GIS) 

  

ザンビア電話公社 (Zambia Telecommunication Company :ZAMTEL) 

Mr. Weston Chikunji (External Planning Senior Engineer) 

 

在ザンビア国日本大使館  

三田村 秀人 特命全権大使 

堀内 俊彦 公使参事官 

釣田 薫 参事官 

久保 純一 二等書記官 

 

JICAザンビア事務所  

鍋屋 史朗 所長 

宮田 克二 次長 

佐藤 渉 所員 

庄子 真由美 企画調査員 

Mr. Kabila Ilubala インフラ開発アドバイザー 
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概略設計説明調査（2011年 2月 16日～2010年 2月 25日） 

地方自治・住宅省（Ministry of Local Government and Housing :MLGH） 

Mr. Davies C. Zule (Assistant Director, Director of Dep. of Housing &  

 Infrastructure Development) 

Mr. Richard Kangwa (Senior Engineer of Dep. of Housing & Infrastructure Develoment) 

Mr. Nkumbu Siame (Principal Engineer of Dep. of Housing & Infrastructure Development) 

Mr. David Thompson Tembo (Principal Engineer of Dep. of Housing & Infrastructure 

Develoment) 

 

ルサカ市役所（Lusaka City Council :LCC） 

Ms. Grace Imasiku Ushibantu (Director of Finance) 

Ms. Concepta Musonda (Ass. Director of HSSD) 

Mr. Trophis Kufanga (Environmental Planner of City Planning) 

Mr. Simasik Malumo (Director of Engineering, ESD) 

Ms. Mainza Simoonga (Asst. Director of Engineering, ESD)   

 

道路開発公社 (Road Development Agency :RDA) 

Mr. Ronald Nyangu (Civil Eng. MSc. REng.) 

 

在ザンビア国日本大使館  

堀内 俊彦 公使参事官 

釣田 薫 参事官 

久保 純一 二等書記官 

 

JICAザンビア事務所  

鍋屋 史朗 所長 

宮田 克二 次長 

佐藤 渉 所員 

庄子 真由美 企画調査員 

Mr. Kabila Ilubala インフラ開発アドバイザー 

 

 



 

 

 

 

 

 

4. 討議議事録（M/D） 
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4. 討議議事録（Ｍ/Ｄ） 

現地調査（2010年 7月 26日～2010年 9月 21日） 
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概略設計説明調査（2011年 2月 16日～2010年 2月 25日） 
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